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研究成果の概要（和文）： 本研究は、1920年代に在台日本人論者が台湾社会や政治の変容を論じた著作を素材
に、彼らが近代台湾史上初の「台湾人」（漢人を意味し、先住民は含まれない）自身による本格的な政治運動で
ある議会運動を、「台湾人」の民族性に対する認識という文脈からいかに論じたか、そして議会運動がいかなる
認識空間に置かれていたかを検討した。
 具体的に、こうした議論が1920年代までの在台日本人の「台湾人」認識といかなる関係にあったか、また同時
代の民族心理学といかなる関係にあったかについて論じた。さらに、在台日本人社会による「台湾人」認識の特
徴を指摘し、こうした認識に対する「台湾人」エリートの受け止め方についてもふれた。

研究成果の概要（英文）： This study is based on the works of Japanese theorists in Taiwan discussing
 the transformation of Taiwanese society and politics in the 1920s. It examined how they discussed 
the Taiwan Parliament Petition League Movement, the first full-scale political movement by Taiwanese
 themselves in modern Taiwan history, in the context of Chinese Characteristics, and in what 
cognitive space the Taiwan Parliament Petition League Movement was placed in. 
 In particular, this study examined how these discourses had a relationship with the recognition of 
Taiwanese by the Japanese in Taiwan until the 1920s, and with the ethnic psychology of the same era.
 In addition, It also pointed out the points of Taiwanese recognition by Japanese society in Taiwan,
 and touched on how the Taiwanese elites perceive such recognition.

研究分野：近代台湾政治思想史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本統治下における「台湾人」意識の生成過程について、これまで主体性が重視される台湾史研究において考
察がなされてきたが、いわゆる民族性に関して、差別の口実だとして自明視され、その内実や変容は検討されて
こなかった。
　1920年代は台湾人認識を議会運動と関連させながら論じる文献が多く世に問われ、その中には「台湾人」の民
族性に対する観察が多く含まれている。本研究は、これらの言説を検討することにより、1920年代における在台
日本人の「台湾人」認識、そして議会運動がどのような認識空間に置かれていたかといった点で新しい知見を貢
献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
1920 年代以降の「台湾人」（漢人を意味し、先住民は含まれない）意識の萌芽とその変容につ
いて、これまで多くの研究により検討されてきた。しかしながら、その焦点は常に「台湾人」側
に置かれ、日本の植民地統治の影響については「国民性」の上からの植え付けや制度・政策によ
る差別などに焦点が置かれるのみで、日本人の他者認識としての「台湾人」認識、とくに「民族
性」に関して包括的な研究はなされてこなかった。 
近代台湾史上初の「台湾人」自身による本格的な政治運動である台湾議会設置請願運動（1921
～1934。以下、議会運動）についても、すでに厚い研究蓄積があるが、「台湾人」の主体性の立
場から出発するものが多い。しかし、「台湾人」の植民地統治経験は「日本化」の過程であった
同時に、「民族性」なる本質主義的なものが日本人により発見・認識される過程でもあった。 
1920 年代は「台湾人」認識を台湾社会の変遷と関連させながら論じる文献が多く世に問われ、
その中には「台湾人」の民族性や民族心理に対する観察が多く含まれているにもかかわらず、こ
うした在台日本人社会・論壇の観点はまだ検討の余地が残っている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、戦前の植民地台湾と日本内地で展開された議会運動について、これまで注目
されてこなかった在台日本人社会の認識を、歴史学的実証研究に基づいた手法で考察すること
にある。具体的に、植民地台湾の社会変化に敏感であり、総督府や「台湾人」（漢人を意味し、
先住民は含まれない）に対して在台日本人社会の代弁者ともなり得る「記者」、また「台湾人」
を指導するという中間指導者の立場にいながらも、社会民情を常に観察・把握する「警察官」に
よる言説を中心に考察し、そこにいかなる観点・論理が存在するかについて、近代日本の「台湾
人」認識という大きな文脈に沿って検討することにある。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、戦前の植民地台湾と日本内地において、1921 年から 1934 年まで「台湾人」エリー
トにより展開された代表的な反植民政治運動、すなわち議会運動について、これまで注目されて
こなかった在台日本人の言説を考察し、そこから在台日本人社会の「台湾人」認識がどのように
反映されているかを検討することを目的とする。 
 なお、議会運動自体は 1934 年まで続いたが、帝国議会での請願が成功する見通しがなく、ま
た陣営内部の分裂により、1930 年代前後より形骸化したため、この運動と真剣に向き合った言
説も実際に 1920 年代に集中しているため、研究の射程に関しては 1920 年代の認識とする。 
 すなわち、在台日本人は、「台湾人」「民族心理」の変化と、政治運動という全く新しい形式の
反植民地抗争の行動者である「台湾人」に注がれていた視線とのなかで、これまで語ってきた「支
那民族性」を新たな状況にどう適応させたのか、という本論文の問題意識にかかわる問題である。 
 
４．研究成果 
 
本研究では、日本による植民地統治において、支配民族であった日本人の「台湾人」認識が 1920
年代以降の「台湾人」意識の萌芽にどう影響していたかという問題意識のもと、主として数多く
の「民族性」（ethnic characters）言説から、「台湾人」の置かれていた認識空間を検討した。
また、この認識が台湾に対する植民地統治のイデオロギー、そして近代日本の他者認識において
どのような様相を呈していたかについても考察した。本研究は日本統治下の「台湾人」がどのよ
うな「民族性」の視線に晒されてきたのかという認識空間、つまり「台湾人」意識が萌芽した環
境について、制度・政策の議論ではなく、「民族性」言説という認識の次元から示した。 
具体的に、植民地台湾を舞台として、1920 年代に主として在台日本人記者や警察官により執
筆された台湾社会の変容が論じられた著作を中心に、近代台湾史上初めて「台湾人」自らによる
本格的な政治運動である議会運動への視線を「支那民族性」に関連付けて論じた。またこの時期
の言説に多くみられる「民族心理」という表現を当時の文脈において考えるとともに、内地の議
会運動に対する認識と構造的にどのような違いが見られるかについても考察した。この時期の
「民族心理論」において、「台湾人」エリートが求める自治は、単に「支那民族」の「社会」を
重視し、「国家」からの干渉を避けたいという「自治」の履き違えとして理解する意見もみうけ
られた。   
こうした認識は、1920 年代まで植民地台湾で近代日本の中国認識と共有しつつ蓄積されてき
た「支那民族性」という認識枠組を継承する側面もあれば、同時代の西洋に発する民族心理学の
受容の側面もあり、そこには、運動者が主張する「民族自決」との対立構図が見受けられること
も確認した。また、在台日本人の認識は「台湾人」エリートにとって風馬牛だったのではなく、
「台湾人」エリート側の政治主張や「台湾人」意識の萌芽と一定の相互作用を構成した側面もあ



ったことをも検討した。本研究により、1920 年代における「台湾人」認識の語りの一側面を明
らかにしたとともに、議会運動研究そのものへも新しい知見を寄与した。 
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